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日
本
の
農
業
は
衰
退
し
て
い
る
。
農

業
総
産
出
額
は
１
９
８
４
年
の
11

兆
７
０
０
０
億
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

が
続
き
、
２
０
１
１
年
に
は
８
・
２
兆
円

と
ピ
ー
ク
時
の
約
３
分
の
２
の
水
準
ま
で

低
下
し
た
。特
に
コ
メ
の
減
少
は
著
し
く
、

農
業
総
産
出
額
に
占
め
る
コ
メ
の
割
合
は

60
年
ご
ろ
は
５
割
だ
っ
た
が
、
10
年
に
は

つ
い
に
20
％
を
下
回
っ
た
。
65
歳
以
上
の

高
齢
農
業
者
の
割
合
は
60
年
の
１
割
か
ら

08
年
に
は
６
割
に
上
昇
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
は
10
年
に
40
万
㌶
ま
で
に

拡
大
し
、
埼
玉
県
や
滋
賀
県
の
面
積
に
ほ

ぼ
等
し
い
。
農
林
水
産
省
は
耕
作
放
棄
の

原
因
を
農
家
が
高
齢
化
し
た
た
め
だ
と
説

明
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ

る
。
高
齢
化
も
耕
作
放
棄
も
、
そ
の
原
因

は
農
業
収
益
の
低
下
で
あ
る
。
農
業
収
益

が
低
下
し
た
の
で
、
子
供
が
後
を
継
が
な

く
な
り
、
今
の
農
業
者
が
農
業
を
続
け
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
て
、
高
齢
化
し
た
。
ま

た
、
農
地
を
耕
し
て
も
収
益
が
上
が
ら
な

い
の
で
、
耕
作
放
棄
す
る
。
高
齢
化
と
耕

作
放
棄
は
同
時
に
進
行
し
て
い
る
が
、
両

者
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
。

　

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
め
ぐ
っ
て
、自
民
党
や
国
会

の
農
林
水
産
委
員
会
は
、
コ
メ
、
麦
、
牛

肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
な
ど
を
関
税

撤
廃
の
例
外
と
し
、
こ
れ
が
確
保
で
き
な

い
場
合
は
、
交
渉
か
ら
脱
退
も
辞
さ
な
い

と
決
議
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ん
な
に

多
く
の
品
目
を
例
外
要
求
し
て
い
る
国
は

な
い
。
最
終
的
に
、日
本
政
府
は
、「
せ
め

て
コ
メ
だ
け
で
も
」
と
交
渉
す
る
の
だ
ろ

う
。質

と
生
産
性
で
規
模
補
う

　

こ
の
交
渉
態
度
に
も
「
日
本
の
農
業
は

規
模
が
小
さ
い
の
で
、
米
国
や
豪
州
と
は

競
争
で
き
な
い
」
と
い
う
誤
っ
た
前
提
が

置
か
れ
て
い
る
。
農
家
１
戸
当
た
り
の
農

地
面
積
は
、
日
本
を
１
と
す
る
と
、
Ｅ
Ｕ

６
、
米
国
75
、
豪
州
１
３
０
９
で
あ
る
。

規
模
が
大
き
い
方
が
コ
ス
ト
は
低
い
。
し

か
し
、規
模
だ
け
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。

世
界
最
大
の
農
産
物
輸
出
国
米
国
も
豪
州

の
17
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
。
土
地
の
肥
沃

度
が
異
な
る
と
、
作
物
も
単
位
面
積
当
た

り
の
収
量
（
単
収
）
も
違
う
。
土
地
が
痩

せ
て
い
る
豪
州
で
は
、
草
し
か
生
え
な
い

土
地
で
牛
を
放
牧
し
て
い
る
の
に
対
し
、

米
国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
主
体
で
あ

る
。

　

ま
た
、
自
動
車
と
同
じ
く
、
農
産
物
で

も
品
質
格
差
は
大
き
い
。
日
本
米
の
国
際

市
場
で
の
評
価
は
高
く
、
香
港
で
は
、
同

じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
も
日
本
産
の
価
格
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
１
・
６
倍
、
中
国
産

の
２
・
５
倍
と
な
っ
て
い
る
。
年
８
０
０

万
㌧
の
日
本
産
に
、
品
質
面
で
対
抗
で
き

る
の
は
、
コ
メ
の
世
界
貿
易
量
３
０
０
０

万
㌧
の
１
％
、
30
万
㌧
に
過
ぎ
な
い
と
い

わ
れ
る
。

　

し
か
も
、
米
国
な
ど
の
農
業
国
と
競
争

で
き
な
い
と
い
う
議
論
に
は
、
関
税
が
撤

廃
さ
れ
、
政
府
が
何
も
対
策
を
講
じ
な
い

と
い
う
前
提
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
農
地
面
積

は
米
国
の
13
分
の
１
、
豪
州
の
２
１
８
分

の
１
の
規
模
だ
が
、
英
国
は
小
麦
の
単
収

が
豪
州
の
５
倍
も
あ
る
と
い
う
高
い
生
産

性
を
誇
る
。
さ
ら
に
政
府
か
ら
の
直
接
支

払
い
（
生
産
者
へ
の
補
助
）
も
あ
り
、
穀

物
を
輸
出
し
て
い
る
。

　

関
税
が
な
く
な
り
価
格
が
下
が
っ
て

日本の農業は本当に
弱いの？

強い農業にできるが、
 「減反廃止」が必要

山
やました

下　一
かずひと

仁（キヤノングローバル戦略研究所研究主幹）

環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）の交渉が大詰めを迎えて
いる。関税を撤廃すると日本の農業は壊滅するというのは本当か。
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も
、
財
政
で
補
填
す
れ
ば
、
農
家
は
影
響

を
受
け
な
い
。
内
外
価
格
差
が
大
き
い
の

で
膨
大
な
財
政
負
担
が
必
要
に
な
る
と
い

う
主
張
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
消
費
者
に
膨

大
な
負
担
を
強
い
て
い
る
と
白
状
し
て
い

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

図
１
は
日
本
産
と
中
国
産
の
日
本
国
内

で
の
販
売
価
格
と
中
国
産
の
輸
入
価
格
を

示
し
て
い
る
。
両
国
産
の
日
本
国
内
で
の

販
売
価
格
の
差
は
価
格
に
表
れ
た
品
質
格

差
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
除
い

た
内
外
価
格
差
は
中
国
産
の
日
本
国
内
販

売
価
格
と
輸
入
価
格
の
差
で
あ
り
、
こ
れ

は
30
％
程
度
に
縮
小
し
て
い
る
。
関
税
を

撤
廃
し
て
も
、
多
額
の
直
接
支
払
い
は
必

要
で
は
な
い
。
し
か
も
、
日
本
産
の
60
㌔

㌘
（
１
俵
）
当
た
り
１
万
３
０
０
０
円
弱

と
い
う
価
格
は
、
減
反
で
供
給
量
を
制
限

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。

減
反
を
廃
止
す
れ
ば
中
国
産
の
輸
入
価
格

を
下
回
る
水
準
に
低
下
し
、
日
中
米
価
は

逆
転
し
て
関
税
は
要
ら
な
く
な
る
と
み
ら

れ
る
。

保
護
で
競
争
力
育
た
ず

　

ま
た
、
生
産
を
減
少
さ
せ
て
米
価
を
高

め
る
減
反
政
策
が
、
コ
メ
の
競
争
力
を
奪

っ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
単
位
数
量
当
た

り
の
コ
ス
ト
は
、
面
積
当
た
り
の
コ
ス
ト

を
面
積
当
た
り
の
収
量
（
単
収
）
で
割
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
単
収
が
上
が
れ
ば
、
コ

ス
ト
は
下
が
る
。
し
か
し
、
生
産
を
抑
制

す
る
減
反
導
入
後
、
単
収
向
上
の
た
め
の

品
種
改
良
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
今
で
は
日
本
の
平
均
単
収

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
よ
り
４
割

も
少
な
い
。
そ
の
上
、
米
価
が

高
い
の
で
、
コ
ス
ト
の
高
い
零

細
農
家
も
、
農
業
を
続
け
た
。

零
細
農
家
が
農
地
を
手
放
さ
な

い
た
め
、
主
業
農
家
に
農
地
は

集
積
せ
ず
、
規
模
拡
大
は
進
ま

な
か
っ
た
。
主
た
る
収
入
が
農

業
で
あ
る
主
業
農
家
の
販
売
シ

ェ
ア
は
、
酪
農
で
95
％
、
野
菜

や
畑
作
物
で
は
82
％
に
も
な
る

の
に
、
コ
メ
だ
け
38
％
と
極
端

に
低
い
。

　

減
反
を
廃
止
し
て
米
価
を
下

げ
れ
ば
零
細
な
兼
業
農
家
は
農
地
を
貸
し

出
す
。
主
業
農
家
に
限
っ
て
欧
州
の
よ
う

に
直
接
支
払
い
を
交
付
す
れ
ば
、
そ
の
地

代
負
担
能
力
が
上
が
っ
て
、
農
地
は
主
業

農
家
に
集
ま
る
。
全
国
平
均
の
コ
メ
生
産

費
９
４
７
８
円
（
60
㌔
㌘
当
た
り
、
11
年

産
）
に
比
べ
、
規
模
の
大
き
い
15
㌶
以
上

の
農
家
の
コ
メ
生
産
費
は
６
３
７
８
円
で

あ
る
。
減
反
の
廃
止
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
米
並
み
に
単
収
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に

コ
ス
ト
削
減
が
進
み
、
全
国
平
均
の
半
分

以
下
の
４
５
５
６
円
に
抑
え
ら
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
。

　

高
い
関
税
で
外
国
産
農
産
物
か
ら
国
内

市
場
を
守
っ
て
も
、
そ
れ
は
高
齢
化
と
人

口
減
少
で
縮
小
す
る
。
農
業
を
維
持
、
振

興
し
よ
う
と
す
る
と
、
輸
出
市
場
を
開
拓

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
農
業
が
い

く
ら
コ
ス
ト
削
減
に
努
力
し
て
も
、
輸
出

相
手
国
の
関
税
が
高
け
れ
ば
輸
出
で
き
な

い
。
貿
易
相
手
国
の
関
税
を
撤
廃
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
の
貿
易
自
由
化
交
渉
に
積
極
的

に
対
応
し
な
け
れ
ば
、
日
本
農
業
は
安
楽

死
す
る
し
か
な
い
。

　

現
在
の
価
格
で
も
、
コ
メ
を
輸
出
し
て

い
る
生
産
者
が
い
る
。
世
界
に
冠
た
る
品

質
の
コ
メ
が
、
生
産
性
向
上
と
直
接
支
払

い
で
価
格
競
争
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る

と
、
鬼
に
金
棒
で
あ
る
。
減
反
廃
止
で
国

内
米
価
が
中
国
か
ら
の
輸
入
価
格
以
下
に

低
下
し
、
逆
に
中
国
で
は
農
村
部
の
労
働

コ
ス
ト
の
上
昇
や
人
民
元
の
切
り
上
げ
に

よ
っ
て
中
国
産
米
の
価
格
が
上
昇
す
れ

ば
、日
本
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
が
行
わ
れ
、

国
内
価
格
は
上
昇
す
る
。
生
産
は
拡
大

し
、
コ
メ
農
業
所
得
を
拡
大
で
き
る
。

減
反
政
策
を
廃
止
し
て
、
規
模
拡
大
や

収
量
増
加
に
対
す
る
抑
圧
か
ら
コ
メ
産

業
を
解
き
放
ち
、
価
格
引
き
下
げ
と
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

う
す
れ
ば
、
日
本
は
一
大
コ
メ
輸
出
国

に
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
政
府
が
、
与
党
の
支
持
基

盤
で
あ
る
農
業
の
既
得
権
益
団
体
を
排

除
し
て
、
戦
後
の
日
本
農
業
の
発
展
を

阻
害
し
て
き
た
減
反
と
い
う
岩
盤
中
の

岩
盤
政
策
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。処
方
箋
は
あ
る
が
、

実
行
は
容
易
で
は
な
い
。

図1　日中の米価は接近している

（出所）農林水産省資料より筆者作成
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図2　生産規模が大きいほど効率的
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（注）生産費の生産規模の最大値は「15.0ヘクタール以上」
（出所）農林水産省「農業経営統計調査 2011年 個別経営の営農類型別経営統計（経営

収支）－水田作経営－」「農業経営統計調査 2011年産 米生産費」


